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個
別
避
難
計
画
の
取
り
組
み
状
況

　

内
閣
府
お
よ
び
消
防
庁
は
、
市
町
村
に
お
け
る

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
及
び
個
別
避
難
計
画
の

作
成
等
に
係
る
取
組
状
況
」
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

し
、
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
６
月
30
日

に
公
表
し
た
。

　

個
別
避
難
計
画
の
調
査
概
要
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

令
和
３
年
５
月
に
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
、
市
町
村

の
努
力
義
務
と
さ
れ
て
か
ら
約
１
年
７
カ
月
の
期
間
に
、

庁
内
の
連
携
、
庁
外
と
の
連
携
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど

福
祉
専
門
職
の
参
画
、
計
画
に
係
る
避
難
訓
練
な
ど
、
実

効
性
の
あ
る
個
別
避
難
計
画
作
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
た
。
具
体
的
な
状
況
は
、
以
下
の
と
お
り
。

・�

全
国
の
市
町
村
の
う
ち
、
実
効
性
の
あ
る
個
別
避
難
計

画
作
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
団
体
は

１
６
３
９
団
体（
94
・
１
％
）

・�

う
ち
、
庁
内
の
連
携
に
取
り
組
む
団
体
は
１
５
８
５
団

体（
91
・
０
％
）

・�

う
ち
、
庁
外
と
の
連
携
に
取
り
組
む
団
体
は
１
５
０
８

団
体（
86
・
６
％
）

・�

う
ち
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
福
祉
専
門
職
の
参
画

に
取
り
組
む
団
体
は
１
３
２
４
団
体（
76
・
０
％
）

・�

う
ち
、
個
別
避
難
計
画
に
係
る
訓
練
に
取
り
組
む
団
体

は
８
０
０
団
体（
46
・
０
％
）

　

わ
ず
か
、
１
年
７
カ
月
の
間
に
こ
こ
ま
で
進
捗
が

進
む
の
は
、
や
は
り
法
律
で
個
別
避
難
計
画
作
成
が

努
力
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
言
え
る
。

個
別
避
難
計
画
作
成
の
ス
テ
ッ
プ

　

内
閣
府
の
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支

援
に
関
す
る
取
組
指
針
」（
令
和
３
年
５
月
改
定
）
に

は
、
個
別
避
難
計
画
作
成
の
例
と
し
て
７
ス
テ
ッ
プ

が
示
さ
れ
て
い
る
。

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
】
庁
内
外
に
お
け
る
推
進
体
制
の
整
備
、

個
別
避
難
計
画
の
作
成
・
活
用
方
針
の
検
討
（
共
通
）。

取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
連
絡
会
議
等
を
開
催
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２
】
計
画
作
成
の
優
先
度
に
基
づ
き
対
象
地

区
・
対
象
者
を
選
定（
共
通
）

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３
】
福
祉
や
医
療
関
係
者
等
に
個
別
避
難
計

画
の
意
義
（
目
的
、
制
度
概
要
、
作
成
の
必
要
性
等
）
や

事
例
を
説
明

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
４
】
避
難
支
援
者
と
な
る
自
主
防
災
組
織
や

地
区
住
民
に
個
別
避
難
計
画
の
意
義
や
事
例
を
説
明

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
５
】
市
町
村
に
お
け
る
本
人
の
基
礎
情
報
の

収
集
、
関
係
者
と
の
事
前
調
整
等

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
６
】
市
町
村
、
本
人
・
家
族
、
福
祉
や
医
療

関
係
者
等
に
よ
る
個
別
避
難
計
画
の
作
成

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
７
】
作
成
し
た
ら
終
わ
り
で
は
な
く
実
効
性

を
確
保
す
る
取
組
を
実
施

　

私
自
身
は
、【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２
】
か
ら
【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
７
】

ま
で
は
、
必
ず
し
も
こ
の
順
番
で
な
く
て
も
良
い

が
、【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
】の「
庁
内
外
の
連
携
」は
、
最
初

に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
項
目
を
詳
し
く
見
る
と
、
庁
内
の
連
携
の
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
の
は
57
・
４
％
で
あ
り
、

検
討
中
が
33
・
６
％
、
未
検
討
が
９
・
０
％
で
あ
る
。

３
分
の
１
の
市
町
村
は
、
１
年
７
カ
月
を
経
て
も
な

お
、
検
討
を
続
け
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
自
治
体
で

実
情
を
う
か
が
う
と
、
防
災
部
門
と
福
祉
部
門
と
の

間
で
消
極
的
権
限
争
い（
押
し
付
け
合
い
）が
あ
る
。

個
別
避
難
計
画
の
庁
内
外
の
体
制
づ
く
り
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個
別
避
難
計
画
作
成
の
主
体
は 

福
祉
部
門
で

　

結
論
か
ら
言
う
と
、
市
町
村
の
場
合
、
個
別
避
難

計
画
の
担
当
は
福
祉
、
特
に
高
齢
福
祉
部
門
が
担
当

す
る
の
が
良
い
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
大
き
く
３

点
あ
る
。

⑴�
災
害
対
策
本
部
の
要
配
慮
者
班
が
、
日
常
か
ら
個

別
避
難
計
画
を
作
成
し
た
ほ
う
が
、
災
害
時
に
効

果
的
に
避
難
支
援
、
避
難
生
活
支
援
が
で
き
る

⑵�

要
配
慮
者
を
支
援
し
て
い
る
民
生
児
童
委
員
、

福
祉
事
業
者
と
の
日
常
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る

⑶�

要
支
援
者
の
多
く
を
占
め
る
要
介
護
高
齢
者
、

重
度
障
害
者
の
個
別
避
難
計
画
更
新
が
し
や
す
く

な
る

・
要
配
慮
者
班
が
担
当

　

一
般
に
役
所
の
組
織
は
、
縦
割
り
で
所
管
が
決

ま
っ
て
い
て
、
横
串
を
さ
す
の
は
難
し
い
。
個
別
避

難
計
画
作
成
は
災
害
対
策
基
本
法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
防
災
部
門
が
所
管
す
べ
き
だ
と
い
う
の
は

一
理
あ
る
。

　

し
か
し
、
災
害
時
に
は
地
域
防
災
計
画
に
の
っ

と
っ
て
平
常
時
の
組
織
が
災
害
対
策
各
班
に
全
庁
的

に
切
り
替
わ
る
。
こ
の
と
き
、
避
難
行
動
要
支
援
者

を
含
む
要
配
慮
者
対
策
は
、
ほ
と
ん
ど
を
要
配
慮
者

班
が
行
う
。
私
が
知
る
限
り
、
要
配
慮
者
班
は
日
常

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
福
祉
部
門
が
担
当
し
て
い

る
。
一
方
、
防
災
部
門
は
全
庁
の
災
害
対
策
本
部
事

務
局
と
な
る
た
め
、
要
配
慮
者
対
策
に
集
中
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

こ
こ
で
、
個
別
避
難
計
画
作
成
を
福
祉
部
門
が

行
っ
て
い
れ
ば
、
要
支
援
者
へ
の
避
難
連
絡
、
避
難

支
援
、
避
難
生
活
支
援
が
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
の

は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
民
間
の
福
祉
事
業
者
と

の
連
携
も
や
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
防
災
部

門
が
所
管
し
て
い
れ
ば
、
災
害
時
に
突
然
、
福
祉
部

門
に
こ
れ
ら
の
業
務
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
そ
れ
で
、

う
ま
く
や
れ
る
だ
ろ
う
か
。

・
福
祉
関
係
者
と
の
連
携

　

庁
外
と
の
連
携
の
取
り
組
み
は
、
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
れ
ば
実
施
中
が
48
・
２
％
、
検
討
中
が
38
・
４
％
、

未
検
討
が
13
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

個
別
避
難
計
画
に
お
け
る
避
難
支
援
等
関
係
者
は

主
に
近
隣
住
民
と
福
祉
関
係
者
で
あ
る
が
、
日
常
的

に
要
支
援
者
に
接
し
て
い
る
の
は
、
よ
ほ
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
濃
密
に
維
持
さ
れ
て
い
る
地
域
を
除
け

ば
、
制
度
的
に
担
当
す
る
福
祉
関
係
者
に
な
る
。
現

実
的
に
は
、
福
祉
関
係
者
が
要
支
援
者
本
人
・
家
族

と
地
域
住
民
と
を
つ
な
ぐ
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い

か
。
福
祉
関
係
者
が
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
要
支

援
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
れ
ば
、
本
人
同
意
が
あ
る
こ

と
に
な
り
、
個
人
情
報
共
有
の
問
題
も
ほ
と
ん
ど
な

く
な
る
。

　

ま
た
、
福
祉
部
門
は
、
日
常
的
に
社
会
福
祉
協
議

会
、
民
生
児
童
委
員
連
絡
会
、
介
護
事
業
者
連
絡
会
、

相
談
支
援
専
門
員
連
絡
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
協
議
会
な
ど
多
く
の
連
携
の
場
を
有
し
て
い

る
。
介
護
給
付
費
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

支
給
、
補
助
金
な
ど
の
窓
口
、
法
人
監
査
な
ど
の
業

務
上
の
つ
な
が
り
が
多
い
。
さ
ら
に
は
、
本
年
度
中

に
介
護
、
障
害
事
業
所
に
つ
い
て
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
定

め
、
在
宅
の
要
支
援
者
へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
点
で
も
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
要
素
に
な
る
た
め
、
理
解
を
得
や
す
く
な
る
。

・
更
新
の
し
や
す
さ

　

要
支
援
者
の
多
く
を
占
め
る
の
は
要
介
護
高
齢
者

で
あ
り
、
次
い
で
重
度
の
障
害
者
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
方
々
は
、
福
祉
専
門
職
が
日
常
的
に
支
援
し
て

い
て
、
状
態
の
変
化
を
把
握
し
や
す
い
。
ま
た
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
は
年
に
一
度
の
定
期
的
な
見
直
し
が
あ
る

の
で
、
そ
の
際
に
個
別
避
難
計
画
を
見
直
す
機
会
に

も
な
る
。

　

他
に
も
福
祉
部
門
の
職
員
数
が
多
い
こ
と
、
福
祉

関
係
者
の
防
災
力
を
高
め
支
援
者
の
犠
牲
を
防
ぐ
こ

と
、
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
な
ど
、

福
祉
部
門
が
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
大
い
に
あ
る
。

個
別
避
難
計
画
作
成
の
め
ど
は
令
和
７
年
度
末
で
あ

る
。
福
祉
部
門
を
中
心
に
庁
内
外
の
体
制
を
固
め
、

着
実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
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